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論文内容の要旨
ポリ -N- ピ、ニルカルバゾールは、今までに研究された光電導性ポリマーの中で、最も優れた光電
導性を示し、電子写真感光体として実用化されている。本論文は、ポリ N- ピニルカルパゾールの
優れた光電導性が何に起因しているかを、電気的及び光化学的に解明し、更に優れた光電導性ポリマ
ーの開発に対する指針を得ることを目的としたものである。論文は序論、本論( 3 編)及び結論と総括
から成る。序論では、光電導性ポリマーの最近の研究概要を述べ、本論文の位置づけを行った。
第 1 編では、ポリピニルカルパゾール及びその関連化合物につき、吸収・発光スペクトル、励起電
子エネルギー移動効率及び電荷移動錯体の吸収スペクトル並びに錯体生成平衡定数を比較検討し、ポ
リピニルカルパゾールに於ては、 1 本のポリマー鎖中の隣接カルパゾール環の聞に大きな相互作用が
存在することを明らかにしたO
第 2 編では、ポリピニルカルバゾールフィルムの高真空中及び空気中での電導性を研究した。第 1
章で、時電導は高電界で非オーム性であり、 Poole- Frenkel電導による事を明らかにした。第 3~5
章で、ポリピニルカルパゾールの πーが吸収領域の光電導特性、及び光電導特性に対する各種添加物
の効果並びに共重合によるビニルカルバゾール連鎖の切断の効果を調べ、キャリア一生成機構として、
1 重項励起子とアクセプター性不純物との間で生成するエキサイプレックスの電界による熱イオン解
離、並びにトラップされているキャリアーの 1 重項励起子による再励起を提出し、またキャリアー移
動機構として、 1 本のポリマー鎖中の隣接カルパゾール環の π電子雲の重なりを通つての移動を提出
した。第 6 章で、カルパゾール環が主鎖から離れて結合しているため隣接カルパゾール環の相互作用
の著しく弱pポリカルバゾリルエチルピニルエーテルを用い、その光電導性がポリピニルカルパゾー
ルより著しく劣る事を述べ、ポリピニルカルパゾールの大きな光電導性が、そのキャリアー生成及び
キャリアー移動の容易な事、即ち、第 1 編で述べた隣接カルパゾール環の相互作用の大きい事に起因
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している事を明らかにした。
第 3 編では、色素モノマーとしてビニルマラカイトグリーンを用い、共重合によるポリピニルカル
バゾールの光電導性の増感方法について検討し、色素モノマーとの共重合による増感効果は、ポリマ
ー鎖中に導入された色素分子のキャリアートラップ効果が大きい為、色素の添加分散による増感効果
よりも若干劣る事を明らかにした。
結論と総括では、本論文の結論をまとめ、この研究を通じて得られた優れた光電導性有機材料の開
発に対する指針について述べた。
論文の審査結果の要旨
本論文は、電子写真用の感光材料として実用上重要なポリ -N ピニルカルバゾールの光電導性の
本質を解明する目的で行なわれた研究である。
研究は化学的、光学的ならびに電気的な面から行なわれており、ポリ -N- ピニルカルパゾールに
関連する「大きな π電子系をもっピ、ニルポリマー」数種を合成するとともに、それらの物性を研究し、
か、るタイプのポリマ-~-般に通用すると考えられる結論として、キャリヤーの生成ならびにその移
動の h'ü 面に互って一つの統一的な解釈に到達している。
その結論は、より高感度の電子写真用感光材料の深索に対する指針を与えており、それを要約する
と、
(1)ペンダントグループが大きな π電子系からなり隣接グループ聞の相互作用が大きいようなポリマ
ーが望ましし」
(2)光励起されたペンダントグループが親電子的不純物又は増感添加物と励起錯体を生成し、それが
電場の助けを借りてイオン化しキャリヤーを生成する効率が高いことが望ましい口以上の 2 点である。
かくのごとく、本研究は有機半導体の分野にわいて学術的な意義を有するのみでなく、工学的にも
寄与するところが大きいと考えられ、博士論文として価値あるものと認める。
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